
麟調目1緊急時の子どものこころの反応

みやぎ心のケアセンター 企画研究部長

今日の私の講話の演題としては、「緊急時の子

どもの心の反応Jと いうふうに設定していますが、

話題の多くは2011年 の東日本大震災の後の子
どもたちのフォロー、その経験に基づいた話題と

なります。

今日ご参加の皆様の中でも、私たちの大きい災

害のときに多くの支援をいただいた方が多く含ま

れていると思います。この場をお借りして感謝申

し上げます。ありがとうございました。今日の講

話によって、少しでもそのときのご恩をお返しす

ることができればいいなと思つています。

私は児童精神科医と名乗ってお仕事をしていま

す。皆さんもご存じかと思いますが、児童精神科

医というのは日本の中でもたいへん数が少なくて、

全国で300か ら400人 ぐらいとも言われてい

ます。

研究の分野では、疫学と公衆衛生学という分野

を研究しています。どういう分野かというと、例

えば、人口がこれぐらいいればこの疾患は何%い

る、どのように介入するとどれぐらい減る、とい

うような学問です。

私は、大学院の時は自殺の疫学の研究をしてい

ました。あとは、2011年 の東日本大震災が起

きた後に、それに伴って設立された、みやぎ′きの

ケアセンターに現在は常動医として勤務をしてい

ます。

本日の話の流れですが、皆さんのお手元のスラ

イドの印刷があると思いますが、本日使います、

皆様の使われるスライドの中に含まれていないも

のがいくつかありますので、ぜひ目を離さないで

見ていただきたいと思います。

流れとしましては、はじめに東日本大震災の被

害状況について簡単にお話しします。その後の2

つは、どちらかと言えば、震災に関連したもので

はなく、一般的なお話となります。地震とか津波

に限らず、例えば、学校の中で事故が起きました

とか、自殺が起きましたなどの緊急事態の時にも

子どもたちに起こり得る一般的な反応としてご紹

介します。実際の事Pllですので、東日本大震災の

時にどんなお子さんが観察されたのかをケースと

してご報告したいと思います。

その後は、私たちが震災の後から試みている、

継続している、子どもたちを対象としているキャ

ンプ事業についてお話しします。

最後に少し時間があれば、コミュニテイー全体

に危機的な状況が起きたら、どのような反応が起

きるのかを私の考察を含めてお話しできればと思

っています。

テレビとか新聞とかでも繰り返し皆さんも日に

しているかと思いますが、宮城県は震源地に一番

近かったです。震源地から一番近くて、津波の被

害もとても大きかったです。
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これは津波の映像で、これが避難所の状況にな

ります。少し拡大して、仙台市近郊の地図になり

ます。この水色の部分が、ll波が浸水したエリア

になります。ここに3つの地名がありますけれど、

震災の前から私も関わりがあって、小学校があっ

たところです。おうかがいして、先生方の相談に

乗ったりしていました。ここの3つの小学校は浸

水して、 3つ とももうなくなりました。統廃合に

なって、別の小学校と一緒になっています。ここ

が新幹線で、仙台駅がここになります。オレンジ

色の部分が、少し地盤が固くてriいエリアになり

ます。私が当時勤務していたのは、もうちょっと

小高い丘の Lにある精神Trの病院です。そこの病

院に児童精神科の病棟があって、 30人 ぐらいの

お子さんがその病棟に子どもだけのユニットとし

て入l・Gしているようなシステムカ
'あ
りました。

これが、児童精神科の病棟の入日になります。

この当時勤務していたここの病院は、震災の時は

新設で建築されて4年目でした。なので、すごく

新しい病院でした。新しい病院だったんですけれ

ど、こんな状況になりました。精神科の病棟なの

で、基本的に鍵がかかります。なので、入院して

いる人たちは自由に出入りができないんです。そ

して、ここから先が子どもたちの病棟です。天丼

が抜けて、水道管が破裂して、水がワ～と落ちて

きていました。 F共たちは病棟の中にいて、停電

になったので、テレビが観られなかったんです。

テレビが観られないし、あとは小高い丘の上なの

で、住宅地が見えます。住宅地から煙が上がって

いたり、救急車とかサイレンの音が鳴っていたり

しました。だけど、テレビが観られないので、何

が起きたのかさっばりわからない状況でした。

今日は話の中に含めていませんが、いちばん最

初に私がやった仕事としては、人院している子ど

もたちに関して簡単な心理教育を行いました。ど

んなことが起きたのか、事実をきちんと伝えて、

この後子どもたちにどんな′きの反応が起こり得る

のかを事前に説明して、そういうことがあったと

きにどのような対応をしたらよいのかという授業

をスライドをltっ て、子どもたちに行いました。

私が今勤務している心のケアセンターの説明を

簡単にさせていただきたいと思います。自然災害

に限定されているわけでもありませんし、地震に

限られているわけでもありません。けれども、 日

本は伝統的に大きい地震があった後に、心のケア

センターが設立される流れになってしまっていま

す。各都道府県に一つできるようなならわしにな

っています。最初が阪神淡路大震災の後に兵庫県

心のケアセンターが開設されて、ここはいろいろ

な組織変更をしながら現在でも研究機能とか、診

療機能とかを併設して活動しています。

2004年 で新潟中越沖地震に新潟心のケアセ
ンターが開設されています。ここは10年間の活

動を経て、 2015年 3月で終結しています。
心のケアセンターは、そこの地域の災害の影響

がなくなったら速やかに開じることが暗黙の了解

になっています。なので、新潟に関しては 10年

で閉じています。

2011年 東日本大震災の後に東北の 3県にそ

れぞれ じ́、のケアセンターができていて、私は宮城

の心のケアセンターの常勤医となりました。熊本

にも新しく設立されていますが、規模としてはす

ごく小さいものとなっています。
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私たちの心のケアセンターは、特に沿岸部で、

宮城県は膨大に縦に長いので、プランチを2つ作

っています。仙台の機関センターと、石巻と気仙

沼になります。大体気仙沼と石巻に10人ずつ常

勤医を配置して、仙台の方に30人 ぐらいです。

仙台の機関センターが残りのエリアを全部カバー

する体制になっています。

活動としては、地域の住民支援としては、大体

7割 ぐらいが家庭訪間になります。来所されて心

のケアセンターで相談しますという数はあまり多

くありません。地域の保健師さんや学校の先生か

らいろいろなオーダーがあって、そちらにおうか

がいすることになっています。

なので、家庭訪問する回数はとても多くて、私

もけっこう行きます。仮設住宅も行きますし、学

校へも行きますし、ゴミ屋敷にもけっこう行きま

す。ですから、私の乗っている車のトランクには

靴下がいくつか準備されています。ゴミ屋敷にい

くと靴下がすごく汚れてしまって、履き替えなけ

ればならなくなります。

あとは、普及啓発とか、人材育成などいろいろ

なセミナーを開いたりだとか、講話をしたり、調

査研究をします。

居住地はどんどん変わってきています。皆さん

がよくテレビでお見かけするようなプレハプの仮

設はとても少なくなってきています。多くは大き

いマンション型の災害復興住宅になってきていて、

そちらに移り住むようになってきています。

ただ、一部まだ仮設住宅に残っている方もいる

ので、仮設住宅がだんだん人がいなくなってきて、

事情があって仮説に残ってしまう人の孤独感とい

うか、孤立感というのが大きくなります。今はち

ようど変わってきている時期になります。

今日は、子どもの心の反応になりますので、お

子さんの心のメカニズムの部分を理論の部分を簡

単にお話ししておきたいと思います。これは震災

に限ったことではありません。むしろお子さんの

一般的な発達の理論になります。子どもがオギャ

ーと生まれて、成人になるまでの間、安全地帯の

感覚というのがどんな時期にどんな感覚として、

育まれていくのかというのを話したいと思います。

この理論は、実は私が児童精神TJの臨床をしてい

く上で、いちばん大事にしている理論になります。

皆さん、安全地帯の感覚ってピンときますか。

要は自分がここに居れば大文夫、もしくは何かす

ごく辛いことがあったとしてもここに戻れば大丈

夫かなと思えるような感覚です。例えば、お家と

か、奥様とか、または故郷とか、そういう感覚で

す。

赤ちゃんがオギャーと生まれて一番最初にここ

が安全だな、安心だなと感じることができる場所

はおそらくはお母さんの腕の中だと思います。お

母さんは、赤ちゃんがオギャーと泣くと、この子

はお腹が空いているんだなというように思って、

おっぱいをあげます。すると、赤ちゃんは一生懸

命に飲みます。ごくごく飲みます。そして、お腹

一杯になって止めて、ニタッと笑って、すやすや

眠ります。

そういうやりとりを見てお母さんは、「私はこ

の子が求めているものをきちんと提供することが

できたJと いう安心感をお母さんが持ちます。そ

うすると、そこの空間には得も言われぬような安

心した、ほんわかした雰囲気が出てきます。人に

よってはお母さんではなくて、お父さんのことも

あると思いますし、おばあちゃんとか、あとは里

親さんとか、施設の職員さんということもあると

思います。

子どもはずっとだっこされていればそれで満足

なのかというとそうではなくて、少しずつ大きく

なってくると色々なことをやりたくなってきます。

満足 充足すると冒険をしたくなります。専門用

語で言うと、探索行動というのですが、わかりや

すいように冒険という言葉に置き換えました。大

体は同じくらいの年代の子ども達で集まって何か
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をします。悪いことをすることもあります。

一緒に遊ぶようになると何が起きるかというと、

ケンカもするし、いじめも起きるし、意地悪も起

きます。そういう体験をすると子ども達はどう感

じるかというと、安全地帯に戻りたくなります。

つまり、お母さんの腕の中に戻っていきます。

子ども達は、特に未就学児の子ども達はこのサ

イクルをくるくるくるくる回つています。このサ

イクルを体験することによって何を獲得するかと

いうと、感情の出し入れをきちんと体得できるよ

うになります。

どういうことかというと、「相手がこの人だっ

たらこれくらい言っても良いかなJ「みんなで会

話していて、こういう雰囲気だったらちょっとや

めておこうかな」と、皆さん身に付けていること

ですが、周りの様子を見て感情を出し入れするこ

とです。子ども達がその能力を体得するためには

このサイクルがきちんと回っていないとできませ

ん。冒険してみて、失敗してみて、でも何か安心

感を得て、じゃあ次はこうしようと考えて、これ

くらい主張しようかなというのを身に付けていき

ます。そうすると、このサイクルがうまく回らな

い子ども達というのは、感情の出し入れがちょっ

とへたになってしまうということになります。

2つのパターンを考えてみます。 1つめは、安

全地帯がなかなか機能しない家庭、守ってもらえ

ない家庭。どんなお家かというと、虐待の家庭と

かがそうです。ご家族の中でお子さんに対して暴

言を吐いたり、暴力を振るったり、もしくは守っ

てくれなくてはったらかしだったりすることがあ

ります。そうすると、虐待を受けているであろう

お子さん達は、ひとたび集刷の中に入るとどんな

行動パターンになると思いますか。

たぶん皆さん、現場の中で経験したことがある

と思います。ちょっと行動がおかしい子がいて、

ひよっとしたらこの子は家で熾烈な仕打ちを受け

ているのではないかという子がいます。そういう

子達の行動は、すごく暴力的だったり、傍若無人

だったりします。つまり、このサイクルの理論で

いくと、安全地帯がうまく回転していない、機能

していないお家というのは、子ども達はずっと冒

険しっばなしになるしかありません。冒険しっば

なしになるので、言葉は悪いですが、感情垂れ流

しのような感じになります。

では逆に、冒険させてくれないお家はどうでし

ようか。安全地帯で囲ってしまい、なかなか冒険

させてくれないお家です。過保護なお家とかがそ

うです。過保護というと少し聞こえがよくないで

すが、多くの場合はお母さんが、私達がイメージ

するよりもう少し過剰な不安を持っていて、お子

さんを手放せない状態をいいます。ですから、お

子さんが遊びに行くときに「どこに行くのJ「何

時に帰ってくるのJ「だれと行くの」挙げ句の果

でにCPSを付けさせたりもします。

それがすごく強くなってくると子ども達はどう

なるか、過保護なお家で育ったお子さんは、ひと

たび集団の中に入るとどんな振る舞いをするかと

いうと、すごく控えめな感じで、何をして良いの

かわからなくなってしまいます。感情の出し方が

わからなくなってしまいます。

では、ひとたび地域で緊急事態が起きると、こ

の図はどんな風に変わるしょう。水害でも良いで

す、火事でも良いです、テロでも良いです。地域

の中ですごく危険なことが起きます。保護者さん

の側は警戒心がぐっと高まります。

水害とか地震とかになると冒険する場所ってど

うなるでしょう。学校とか、公園とか児童館とか

です。震災とか津波であればそういう公園に炊き

出しのブースが出たりします。あと、学校の校庭

とかに仮設住宅が出来たりしますし、体育館が避

難所になったりします。そうすると、圧lplllに 子

ども達が遊ぶ場所が少なくなってしまいます。で

すから、冒険ができなくなります。

一方で、お母さん達のお気持ちとしては、なか
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なか ,ど も達を手放せなくなります がれきがい

っばいある中で、子どもが学ltから帰ってきて、

ランドセルを置いて遊びに子ども達力,Lて行くと

きに、おけさんの気持ちとしては「どこへ行く

のJ「危ないから行かないでJと どうしても,:っ

てしまいます.

な力iら おけさんが慰め、だっこすることで rど も

が,Iき lLみ ます 泣き止んでずっとそのままだっ
こされているかというと また遊びに行きます .

またいじめられます。泣いて戻ってきます.ま た

だっこします、という循環を操り返します.さ っ

きの理論と全く,1じです こういうlll造が、 ■ど

もの遊び場以外にもいろいろな所にあります。

安全地帯は広がっていきます 成長に伴って自

分が安全だなと思える場,「が大きくなっていきま

す .最初はお母さんと■どもです. 1ど もにとっ

て、おけさんの次の安全地帯は誰でしょう、家族

になります。お兄ちゃん、お力「ちゃん、おしいさ

ん、おばあさん、お父さんも安全だなとなります .

そのあと、次の安全地イけはどこかというと、ここ

では学校と書きましたけど、日本の今の社会の中

では、例えば幼11障|とか1果育所とかになります
=

ですので、保育所で最初に担
'当
してくれた保青七

さんはすごく特別な存在になったりします.日 本

では学校が家庭の次の安全地1けです 保育所、幼

稚‖などの教育機月になります

その次が、地域に対する信頼感になってきます.

近所のおしさんとが、習い事の先生とか、児■館

の先生とか、駄某
「
屋のおばちゃんとか…という

感じで、地域全体に対する信嘔t感がrjま ってきま

す.こ のような感じで
「
ども達が行ったり来たり

して、自分が安全だなと感じることができる範IJ

が少しずつ広がっていきます.

では、地域の 1で緊創
'態
が起きたとき、 `ど

も達の安全地帯はどんなlllに 変わるでしょうか ,

地震、津波、水書、 ミサイルもそうです。

まず、地域自f卜がl■れてしまいます lFlえ ば、

瓦礫で一杯になると、遊びに行ったときにここが

安全とどうしても思えなくなります,そ うすると

人‖]は、内側にどんどん安全Fを求めていきます .

l・lえば、学校が選難「Frに なったり、仮設住宅がで

きたりすると、子ども違にとって学校は安全地帯

のはずなのですが諄段とちよっと違う…となりま

安全地帯の構
築と目

1":="

/奮 0可 ヽ

Q

そうすると、地域で緊急事態が起きると何が起

こるかというと、皆さんからこのスライドを見て

左側に力が偏ります。つまり、緊急事態が長く続

いてしまうと、 千ども達はなかなか冒険力iで きな

くて、感1=の出し入れを練習する場所そのものが

なくなり、感情の‖|し入れが ド手な rどもがいっ

ぱい出てくるということになってきます.J_際 に

は私達の東北地方では、少しずつ安全地帯が戻っ

てきて、いったんこちら側に凝集された人が
'I問

の経過とともに戻ってきている感じになります.

今のメカニズムは、 チどもの遊び場にも同じよ

うな構造があります。人規模な店舗などにある子

どもの遊び場の構造はほとんど,1じです。l.lり は

柔らかいクッションにlHま れていて、遊ぶ道共は

真ん中にあります。周りの柔らかいクッションの

所にお母さん達が座って待機します. 1ども達は

真ん中に来て遊びます.遊ぶと何が起こるかとい

うと、意地悪が起きるし、いじめが起きます い

じめられた■は縁に座っているお母さんのところ

にぐっと寄ってきて報告します その報告を‖‖き
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す。人力ヽ っヽぱいいるし、ガヤガヤしているし、

ケンカもあるし…。そうすると子ども達はより内

側に安全地帯を求めていきます。

今度はお家です。家族で団結します。しかし家

族の中で団結しても、お父さんお母さんがなぜか

ケンカするようになってきたりします。そうする

と、子どもはお母さんにしがみつきます。このよ

うに外lllが壊れてくると、どんどん内側に安心感

を求めるようになっていきます。時F・lが経過して

少しずつ地域が戻ってくるにしたがって、また外

側に向かって戻ってきます。

今の日本は学校が家庭の次の安全地帯ですとい

う言い方をしましたけど、他の回、他の文化に行

くと、地域に大きな災害があったとき安心感を求

める対象が変わってきます。海外だと教会に行き

ます。

宗教的な意味合いのあるところ、地域の安心感

のある対象のところに、集まることが多いですね。

教会とか、病院とか、学校とかですね。地域文化

で安心感を求める対象が異なっています。日本は

教育に対する信頼感力'すごく強い国です。

では、緊急時の心の反応をもう少し細かく考え

ていきたいと思います。 1つ、簡単にシチュエー

ションを作ってみました。火事のケースですね。

これは実際に別の形の研修会をするときに、この

スライドを入れて、みなさんにグループワークを

してもらったりすることがあります。まあ、これ

は火事のケースですけれども、年齢によって反応

の仕方が異なります。年代によって反応が違いま

す。

まず、この年代の子どもたちというのは、緊急

事態が起きたときに、何が起きたのかさっばりわ

かっていません。「あっ、火事が起きた」とか、

「あっ、地震なんだJとか、そんなことは理解で

きないですよね。何が起きたか、さっぱりわかっ

ていません。さっばりわからないとどんな反応を

示すかというと、ただただ呆然とします。あとは

ただただ泣き叫んだり、きよとんとしていたりし

ます。

一方で、漫画の「サザエさんJで l●lえ ると、タ

ラちゃんくらいの年齢になるとどうなんでしょう

ね。さっばりわからないんだけれども、なんとか

して何が起きたのかわかろうとします。そうする

と、周りの人の、自分の一番信頼している人の反

応を見て、何が起きたのかを理解します。特に保

護者さん、特にお母さんです。お母さんの反応を

見て、お母さんが慌てている、いらいらしている。

これはただごとじゃないんだと理解します。そう

すると顔色を何います。落ち着きなくなったり、

慌てたりします。

その次、この年代になるとどうでしょう。ワカ

メちゃん。ワカメちゃんは「サザエさん」の中で

も、賢い女の子という気がしますけどね。この年

代になると、自分の経験から状況を推察します。

もしくは教科書とか色々学んだことから推察して、

「どうやらこうヽヽうことが起きたらしいJと いう

ことを知るようになります。そうすると手伝いし

たりする子が出てきたりします。手伝いしたり、

我慢したり、しがみついたり。もちろん中には呆

然として泣き叫んだりという子もいたりしたりし

ますけれども、多くの子どもは、何が起きたか察

知をします。

もうちよっと大きくなると、カツオくんくらい

になると、大人と同様に、すぐに何が起きたか分

かります。賢い子になると、求められていること

が何なのかがわかり、一生懸命手伝うことをする

ようになります。そして、人に迷惑をかけないよ

うにします。

あとは、罪悪感を持つようになるのもこの年代

になります。罪悪感というのはどういうことかと

いうと、「助けであげることができなかった。自

分が助けてあげられなかったから、あの人が亡く

なってしまったんだ。」みたいな感覚を持ちます。

自分が悪かった、みたいな。この感覚というのは、
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4～ 6歳では全く持ち得ないものになります。大

人は、自分の子どもの安否を確認したり、もしく

は先生方であれば、生徒を守るための行動を取る

ようになります。つまり、子どもたちの反応が異

なるのはどうしてかというと、その状況をどんな

ふうに理解するかという子どもの認知発達がすご

く大きく関わっています。

今、何歳から何歳という形でクリアにカットし

てしまいましたけれども、実際にはそうではない

ですよね。 ■どもの発達って色々なものに影響さ

れますよね。もちろん発達障がいもそうです。家

庭環境もそうです。そういうものに影響されて、

その子たちの認知によって、反応の出方が変わっ

てきます。つらい体験の後の心理状態です。縦の

軸をテンションの高さみたいに捉えていただくと

良いと思います。上に行けば行くはど、テンショ

ンが高い。下に行けば行くほどテンションが低い、

気持ちが落ち込む感じです。横の軸は時間の軸で

す。緊急事態から数時間、数日、数週、数月、数

年後になります。人間のテンションというのは、

一番最初から高くはなりません。最初は何が起き

たかわからなくて呆然としています。

実際、東日本大震災のときも、私たち、しばら

く情報が入らなかったので、何が起きたんだろう、

どの程度のことが起きたんだろうということがさ

っぱり分かりませんでした。けれども、ある瞬間

から色々な情報が入ってきます。

例えば、私たちの体験でいえば、カーナビとか、

携帯電話のワンセグとかで見て、こんなことが起

きていると気付きます。そうすると事実が分かっ

た瞬間から、テンションが上がります。「何かし

なくちゃ」と思うようになります。もちろん「lll

難しなくちゃ」という人もいますし、「家族を助

けに行かなくちゃJと いう人もいますし、私の場

合だと、比較的安全なところにいたので、これか

ら大変なことが起きる。これから避難所とかに行

かなければならないかもしれないなど、そんなこ

とに考えを巡らせました。そうするとテンション

がぐっと上がります。これをいわゆるハネムーン

期といいます。この時期というのは、緊急事態が

起きたエリアというのはみんなテンションがすご

く高いですし、声も大きいですし、動きも大きい

です。けんかも起きます。けれども、この状態と

いうのは、そんなに長くは続きません。だいたい

数ケ月です。

数ケ月経つと、エネルギーがぐっと落ちできて、

いわゆる幻減期になります。エネルギーが落ちで

しまって、「うつJと はちょっと違うんですけれ

ども、何か消耗、疲弊する,え態になります。そこ

から少しずつ元に戻っていくようになっていきま

す。

子どもたちというのは、この大人の反応よりも、

ちよっと位相がずれています。ちよつと遅れてい

ます。右側にちよっと遅れています。どうしてか

というと、大人と違って、状況をきちんと認識す

るまでのタイムラグがちよつとあるからです。

つらい体験の反応を3つに分類しました。先ほ

どのイラストは真ん中の説明をしていました。事

実を理解してから起きる反応です。上に書いてあ

るのは、反射的に起きる反応です。「ワッJと脅

かされて「ワッJと驚く、その時に出る反応です。

心臓がパクバクすると力、 頭が痛くなるとか、 そ

ういう反応です。反射的に起きる反応は、年齢に

かかわらず、すべての人に等しく生じる反応です。

月ヽさい子からおじいちゃん、おばあちゃんまでみ

んな同じです。神経の高ぶりによる反射に近いで

す。

一方で、さっき説明したのは、事実を理解して

から起きる反応で、その人の特性によって異なり

ます。、年齢とか、知的な能力とか、経験とか。

経験というところでいうと、大家族の中の長男長

女とか、年齢にそぐわない周りを考えた行動を取

ったりするような人がいますよね。まあ、これは

大脳で事実を認識してから起きる行動です。
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今回の講話の中では、これは入れないですけれ

ども、いわゆる後遣症というものもあります。年

齢にかかわらず起きる反応としては、こういうも

の力
'あ
ります。

睡眠の問題。寝つけない、途中で日が覚める、

悪夢。食欲の問題。食欲がない、食べ過ぎる、時

FHiがかかる、食べないでも平気。ハネムーン期で

すごく気持ちを張り詰めているときというのは、

そこで活動している人たちは、お食事しないでも、

おなかが減らない。私もそうでした。どんどんや

せていくんですね。やせていくんだけれども、元

気みたいな感じです。

あとは感情が高ぶりやすくなったり、怒りっぼ

くなったり、泣きやすくなったり、変におとなし

すぎたり、不安です。同じことが起きるんじゃな

いかなとか、大切な人と離れることが不安になっ

たりします。これはみんなに起きます。

反射的な反応がどうして起きるのか。メカニズ

ムです。まず緊急事態が起きて、自分が守られて

いる感覚がなかなか持てません。そうすると、自

分で自分を守るしか方法がなくなりますよね。そ

うすると常に身構えている状態になります。地震

であれば、いつ余震がくるかわからないから、余

震が来たときのためにこういう準備をしようと思

うようになるので、いつでも身構えています。い

つでも中腰の感じになります。逃げるか、戦うか

です。そういう状態でいると、ちょっとした刺激

にも過剰に反応するようになります。

携帯のアラームがありますよね。「余震が来ま

す」とか「ミサイ,レが発射されました」とかいう

と音が18り ますよね。けれども警戒している状態

だと普通の着信音とか、日覚ましの音とかでも、

びっくりしてしまいます。そうするとこういう状

態にある子どもたちというのは、どんな反応にな

るかというと、すごく衝動的に見えます。落ち着

きがなく見えます。怒りっぼく見えます。何かの

病気。障がいに似ていませんか。ADHDで すね。

なので、緊急事態の後は、本当にみんなADHD
に見えます。

一方で、こういう反応のほかに、回避 孤立を
する子どもたちが出てきます。なぜなのでしょう

か。すごく大変なこと力ヽ まこっと起きるんです。

で、警報が何度も何度もなるんです。周りの人が

慌てふためいているんです。けれども、そういう

中でポツンと、回避 孤立している子が出てきま
す。そういうお子さんのメカニズムってどうなっ

ていると思いますか。

例えば、お仕事の中で、上司から呼び出されま

した。呼び出されて一対―で.Ft教を受けたとしま

す。「あの仕事はなってない。変えなきゃいけな

い。Jと ずっと言われたとします。 1時間経ちま

した。2時間経ちました。 3時 F・5く らい経つとど

うなりますか、怒られている側としては。 3時間

経っても、「すみませんでした」「すみませんで

したJと なりますか。

むしろ、違うことを考えだしますよね。「今日

の夕飯、何食べようかなJと か「今日はどんなド

ラマカ
'あ
ったかな」とか、違うことを考えますよ

ね。ずっと長く同じ刺激を受けていると、それを

一生懸命、真に受けていくのがしんどくなってい

きます。そうすると意識を少しスプリットさせて、

違うことを考えたり、ぼんやりしたりすることで、

自分を守るような感じになっていきます。

虐待を受けている子どもでもそうですね。被虐

待児を保護したときに、本当に傍若無人パターン

の子どもたちというのは、なるほどとわかります

けれども、非常に感情が薄い感じの子どもがいま

す。そういう子どもたちの自分たちを守るメカニ

ズムは全く同じです。回避 孤立です。後は、お
びえ、敏感のパターンですね。いろんなことにビ

クビクビクビクしてしまいます。

そうすると、子どもたちの反応のパターンは大

きく分けると、 3つ ぐらいになります。いちばん

注意しなければならないのは、どの子でしようか。
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この子です。こういう子どもたちは「助けてくだ

さい。Jと いうビームをたくさん出しています。

よって、誰か、ちゃんと助けてくれます。こうい

う
「
たちは全く見つかりません。なので、気識を

持っている人力
'意
識をして見つけてあげないとピ

ックアップされません。

実際の事例のお話をいくつかします。これは中

野小学校です.先ほどの地図のスライドで出てき

た所です。実際、私も地域を回つた時にデジカメ

を持っていったんですが、とても自分で撮れませ

んでした。これは新聞記者からもらった写真です.

ここの小学校はみんな屋上に逃げて、亡くなった

人や子はいませんでした。

LI後はですね、急性ストレス障害というふうに

書きましたけど、一時的な反応です、こういう子

どもたちがすごく多かったです。

一つは子ども返りです。赤ちゃん返りをしま

す。お母さんにべたべたするようになります。今

まで出来ていたこと力`出来なくなってしまったり

することもあります.Hえ る感じです。一人で行

動できない。 トイレやお風呂、就寝、暗い場所に

行くこともできないようになります。ひどくなる

と、ご飯を食べられないのでアーンをしてとか、

トイレに行って「お母さん、お尻拭けない.拭い

て。Jと いう感じです。

あとは夜泣きやおねしょなどもあります。ビッ

クリ反応ですね。先ほど.tL明 しました、過乗1な備

えです。懐中電灯を枕元に置いたり、パジャマで

1民れなかったり。パジャマで眠ってしまうと、夜

rPlに避難しなければならなくなった時に着替えな

いといけなくなってしまいます。

このようなお子さんの相談を、避難所とかを巡

叫していると、多く受けました。反応自体はおか

しいことではないんですね.異常な事態に対する

正常な反応です。よって、「時間が経つごとに必

ず治ります。ゆっくりじっくり時間をかけて見守

りましょう。Jと いう程度です。多くの人たちや

お子さんは1～ 2ヶ 月の間に収束していきます。

あとは、これは本当に例外というか、アプノー

マルなパターンです。ゲームに没頭する子どもた

ちがけっこういました。避難所の一角にあるコン

セントを占領して、ゲームに没頭する
「
どもたち

なんですね。避難所というのは多くが体育館です。

体育館の構造は隅にコンセントがあります。そこ

に、みんなプラグを差し込んで、みんな集まって

ゲームをしています。巡回して話し力■するんです

が、全然反応してくれません。ほとんど無視です。

でも、私はしつこく毎日話しかけていると、「ま

た来たよ.」 という感じですが、対応してくれる

ようになります.

この子どもたち力`やっているゲームは、ほとん

どバトル系です。戦うやつです。こういうときに

パズルゲームとか、ロールプレイングゲームなど

をやっている子はまずいないです。あと、お絵か

きをやっても、塗り絵などを細かくやれる子はま

ずいないです。折り紙とかもなかなかできないで

す。神経がすごく高ぶっているので、細かい作業

はすいぶん難しいのです。こういう子たちは全部

バトル系です。そして、最近では通信でもできま

す。対戦型でやっている子もほとんどいなかった

です。

こういう子達っていうのは、

周囲に保護者がいないんです。

話を聞いていくと、

避難所に避難して

●

…

■にあ ヨンセントiatIし 薇 醸す
=子
ど■

●央嬌な0し
"に
も
`彙
なく 題●をしてくれ

“

ヽ

・ グ
ー.moは亀とが

`バ
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いるんだけど、近くに保護者がいないんです。ど

うしてかと言うと、保護者は役所に行って、各種

届出のために手続きをしなければならないんです。

だから、役所はすごい行列になっているんです。

被災届とか被災証明書が必要になってくるんです。

あとは、被害に遭った家に戻って後片付けをし

なければならないのです。どうしてかというと、

その家の中にはたくさんの財産があるのです。通

帳とか、現金とか、貴金属とかあって、それをち

ゃんと持ってこないといけないのです。だから、

お家に戻るのです。子どもたちはずっと避難所に

いるわけです。こういう子達というのも、多くの

しんどい経験をしたわけだから、子ども返りをし

たいはずなんです。もしくは、お母さんにしがみ

つきたいはずなんだけど、お母さんがいないわけ

です。そうすると、子ども返りすることができな

くて、一時的に逃げるしかないんです。回避する

しかなくなります。

では、プレイセラピーの方です。津波から逃げ

てきた小学校 1年生の女の子ですが、幼稚園から

逃げてくるときに先生の車のトランクに積み込ま

れて逃げてきました。そして、 トランクがパカパ

カ開いていたわけなんです。それで、津波が追い

力■ナてくるのをトランクから見ながら、逃げてき

たのです。

この子がすごく情緒的に混乱して、不快的な暴

力的な行為になるというので、お伺いをしてお話

をしてきました。話をしても話をしてくれないん

です。全然。会話になりません。「じゃあ、お絵

かきしようか。Jと言ってお絵かきをしても絵に

なりません。

そのうち、この子力Ч可をしたかというと、 クレ
ヨンをクレヨン削りでものすごい勢いで全部を粉

にしはじめたんです。こうすると、カラフルな粉

ができるわけです。それで津波ごっこをします。

すごく圧倒させられちゃいます。私は何をしたら

いいんだろう、という感じです。

それで何をしたらよいかということで、助けよ

うとしていることをイメージするものを滑り込ま

せるしかないと思って、「じゃあ、先生は折り紙

をしようかな。」と言って船を折りました。する

と、女の子も船を折ろうかなとなり、こちらが私

の作った船で、ピンクが女の子が作ったものです。

それで、その津波に作った船を浮かべて遊びます。

最後に片付けをしなければならないので、「じゃ

あ、片付けをしようか。Jと粉がいっぱいあるわ

けですから、するとその女の子がクレパスの粉を

一生懸命船の中に詰め込むわけです。なんか切な

いです。すごく圧倒されて、何ともできないもの

を何か小さい物に詰めて閉じ込めたいという感じ

でした。すごく悲しいというか、ちょっと感動す

るわけでないが、気に入ったので写真を撮ってい

いかと言って撮ってきた写真です。

チョコポール事件。こんな感じのものは学校に

ありますよね。多分生き物を飼っていて、これは

メダカの水稽なんですけど、「係の人だけ餌を与

えてください」。

これがですね、ここの学校は被災して学校にも

来て、みんな屋上に逃げたんです。その後、いろ

んな人が支援に入って、いろんな物をもらいます。

そうすると、餌をあげる子がすごく増えるんです。

水面には餌が浮いていて、すごく汚くなるんです。

それで、先生が「係の人だけね。Jと 言っても、

みんな入れるんです。

その心境は理解できますか。なんでそうなるの

か、わかりますか。自分たちがすごくサポートさ

れて、助けてもらったという感覚がすごく強いん

です。それで、弱い者を助けてあげようとか、自

分が助ける側に回りたいとかという心情はすごく

理解できますね。だけど、あげくの果でにチョコ

ボールが浮いていたりするのです。

それで、このチョコボールをあげていた子ども

というのは男の子だつたのです力
'、
この子はチョ

コボールを学校の中の資源保管庫、支援物資を保
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管しておく場所に忍び込んで盗んできます。盗ん

できたチョコボールを水槽の中に入れているんで

す。しかもクラスメイトにも分けたりしています。

「内緒ね。○○ちゃんにあげるね。」と言って配

っています。それがわかるので、学校の先生は怒

ります。「なんで、そういうことをするんだ」と.

「他人の物を盗んだら駄日でしょうJと 怒ります。

お家にも話がいきます。お母さんもお家で怒りま

す。「みんな大変な思いをしているのに、なんで

そんなことするの。」「迷惑かけちゃ駄日でしょ

う。Jと怒られます。

そして、学校を訪問した時に私が聞かれます。

「先生にこんな話を相談しても仕方ないと思うん

ですけど、こんな子がいます。心理的な問題なん

でしようか。」と。

このような問題はたくさんあります。それで、

この子はいろいろな話を聞いてみてどうだったか

というと、この子は震災が起きたときに風邪をひ

いて早退をしていました。早退して、お母さんの

実家にいたんですね。そして、津波が全く来なか

ったエリアです。停電もすごく早く復1日 したエリ

アです。そうすると、地震が起きて、映像を見て

いるのです。津波の映像を繰り返して見ています。

しかも、自分の小学校が津波に襲われる映像をず

っと観ていました。

すると、その子の気持ちとしてはどんな感じ

か。「みんな、大丈夫かな。」「先生、大文夫か

な。」「友達、大丈夫かな。Jと思って見ていま

す。そして、学校が復旧します。学校に行きます。

学校に行ったときのその子の気持ちというのはど

んな感じだったと思いますか。想像できますか。

彼は体験をしていないのです。そうすると、何

か申し訳ない気持ちになります。「自分だけ助か

っちゃった。でも、ぼくもみんなの仲間なんだ

よ。Jと思いたいですよね。一生懸命アピールし

たいですよね。このような罪悪感からきた行動だ

と思います。別に私は何もしていないんですけど、

先生とお家の人と「こういうことじゃないんです

かね。」という話をしたんです。そうすると、お

母さんは号泣です。お母さんは、すごく大変な思

いをした学校に家の子が迷惑をかけている。うち

の子が犯人だと思っているのに、この子は認めな

い。どういうことだ。申し訳ない、迷惑をかけな

いでくれ。という思いでいたんですね。けれども、

その子が実は災害に対して、震災に対して、そん

な思いを持っていたなんてということが全然わか

らなかった。それで何をしたかということではな

いが、多分お家での対応が変わったんだと思いま

す。この子はすっばり怒られなくなりました。

これは直後の話ですけど、 2年 とか3年経つと、

子どもたちはどんな反応を示すのか。お小遣いを

計画的に使うことが出来ないという相談を多く受

けた経験があります。あとは食べ物を食べ過ぎる

という件もありました。給食の時間に全員に給食

が行き渡らないという相談が2～ 3校ありました。

この2つって、私としては同じメカニズムで起き

ているだろうなあというふうに思っています。

お小遣いに関しては、震災の前までは、例えば

こつこつこつこつ貯めていた子がいたとします。

「このペースでいけば、 1年後、2年後には〇万

円貯まるから、欲しい自転車を買おう。」とか、

そんな感じで考えていたりします。ところが、震

災が起きて津波が来てタンスごと流されていくわ

けですね。そうすると「一生懸命貯めていたって、

何ら意味ないじゃん。Jと思うようになります。

「今もらったお金で欲しいものをすぐ買った方が

いいじゃないか。Jと思うようになります。そう

すると、もらったお小遣いですぐお菓子を買った

りするんですね。保護者さんからみると、「何だ

か計画性がなくなった、この子は。Jみたいな評

価になったりします。

給食とかも同じだと思います。給食の今の人気

メニューって何ですか ,「カレー」っていうと私

の世代はそうですね。カレーとか揚げパンとか焼
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きそばとかが、私は好きですね。今の子って何で

しょうね。蒸しパンとかじゃないですか。

例えばカレーでいきましようか。カレーとかだ

と献立の順番ていえば、だいたい月に一回ぐらい

出ますよね。なので、すごく食べたいっていうふ

うに思ったとしても「来月また食べられるからい

いか。」とか、もしくは「おうちに帰ってお母さ

んに作ってもらえばいいか。」と通常は思います。

けれども、「いつ何どき同じことが起きるか分か

らないから、もう二度とこれを食ぺられなくなる

かもしれない。」と思うようになります。そうす

ると、いっぱい食べるようになります。おかわり

をするようになります。そうなると、いちばん最

後に並んでいる子力
'食
べられなくなったりします。

おそらくそういうこと力咆 きていたのだろうなあ

というふうに思います。

あとは、災害を体験して転居、転校した子ども

たちの方が具合が悪かったりする。これはどうし

てか、ですね。子どもたちは事実を認識する手段

として、人と比較をすることがあります。例えば、

沿岸部で被災をして仙台市のすごく安全な所に引

っ越したとします。そこで授業を受けていたとし

ます。授業中に余震が起きました。そうすると、

転校した子は急いで逃げます。もしくは、机の下

にもぐります。けれども、そんなにつらい体験し

てない子たちつて「ああ地震だ。」ぐらいな感じ

です。クラスの中で机の下にもぐるのは、その子

一人なわけですね。そうすると、他の子の反応を

みて、「あっ、ぼくが体験したことっていうのは

すごく特別なことだったんだ。」というふうに気

付きます。

逆にずっとそのエリアに住み続けている子たち

って、自分たちの体験をどう思っているんでしょ

うね。特に、人の出入りが少ない、交通アクセス

の悪い田舎とかどうなのかっていうと、地域の中

ではは100%の 人が津波を見ています。非常に

高い確率で家族を亡くした子たちがいます。そう

いう中で、生活しています。そうすると、「まあ、

こんなもんか」って思います。比較する対象がな

いので、自分たちのことをすごくミゼラブルに感

じることはあまりないんですね。

ところが、いろんな情報力'入ってきたり比較す

る対象が出てきたりすると、「あっ、ひどかった

んだ。こんなの一生に一回も体験することないぐ

らいのことだったんだ。」というふうに気付きま

す。4年後、 5年後です。なので、ほは今のこと

というふうに考えてもらっていいかなと思います。

乳幼児健診で気になる子どもが増えてきていま

す。落ち着きがない子が多いかなというふうに、

保健師さんがみんな言います。市町村の乳幼児健

診に出入りすることがあって、基準がないので何

とも言えないんですけれども、保健師さんの印象

として「多動の子がすごく増えました。」と、い

うふうに言います。

今頃になって、小学校低学年の子どもたちが震

災のことを話し出すんです。「フラッシュパック

を起こしているんですかね。Jって言われます。

これは高校生とか大学生ですね、「あの子、あ

んなにがんばっていたのに最近どうしたんだろう。

元気がないんです。」という相談です。

乳幼児健診なので、震災の時には生まれてこな

い子たちです。震災の後に生まれた子たちです。

こういう子たちが落ち着きがないんですね。

これは、今回のスライドの中に入れていません

けれども、私たちがやつている調査研究の中でや

っていて、震災の後に生まれた子たちがどんな行

動パターンになっているのかというのを分析して

います。おそらくこれは仮説でしかないですけれ

ども、ご家族が震災の影響を受けて生活の再建に

すごく忙しい訳ですよね。そうすると、なかなか

育児に手がかからないとか、もしくは声力■すが非

常に少なくなっちゃうという影響があります。な

ので、言葉の発達とかも実は遅いのです、震災後

に生まれた子たちが。
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おそらく家庭環境に影響されて、落ち着きがな

くなっている。つまり、ADHDで はないのです
ね。養育環境に起因する問題と考えられます。保

育所とかいくとですね、「何だかこの学年だけ

虫歯が多いんです。」とか「忘れ物が多いんで

す。J「 こんなこと先生に相談したってしょうが

ないのにとか思うんですけど。」とかですね、よ

く聞きます。

あとは、小学校低学年の子どもたちがどうなのか.

小学校低学年の子どもたちなので、震災の時に 1

歳とか2歳 とか3歳のrた ちです。彼らに何が起

きているのかです。そのときの体験は記憶に残っ

ています。その当時びっくりしてどんな反応をし

たのかっていうと、例えば1歳の子どもが「すご

くびっくりしたんだ、お母さん。話聞いてくれ

る?黒 い津波が来てね、ぼく、死んじゃうかと思

ったんだよ。」なんてこと話せないですよね、 1

歳のころには。なので、そのときはただただ泣き

叫んでしがみつくしかなかった千たちです。

そういう子たちが、大きくなるんです。記憶は

残っているんです。子どもたちが大きくなるって

いうことは、発達するっていうことです。言葉の

能力を獲得します。獲得して初めてそのときのこ

とを話すようになるわけですね。要は、悪い反応

ではないんですね。フラッシュバックでも何でも

ないです。きちんとお話をすることで自分たちの

経験、体験、記憶を整理するフェーズに入ったと

いうことになります。

あとは、がんばっていたのに元気がなくなっち

ゃう子つていうのは、これはバーンアウトですね。

中学生とか高校生で避難所のお手伝いをしたりと

か、もしくは地域づくりの活動に一生懸命参加し

た千たちがいます。それはすごく大事なことだし、

すごくいいことです。けれども、自分の大変さと

かを置いといて献身的に振る舞うわけですね。疲

れてしまってうつになっちゃう子が結構います。

子どもの反応を考えるうえで、時間軸というのが

すごく大事だと思います。その当時どんな体験を

したのか、成長してどんな能力を獲得したのかと

いうことを考えていく必要があります。

これは震災に特化した話ではないですね。学校

とかで困っているお子さんとかと話をする時に、

例えばいじめの影響がありましたとか、もしくは

養育環境の中ですごくしんどい体験がありました

とが、そういうお子さんと話をする時も同じです。

そのとき、その子がどう感じてどんな反応をした

のかな?時 lHlが経ってきて今、自分につながって

いるけれども、この子は今どう感じているのか

な ?と いうのを1ヒ較して、私たちは理解していく

必要があると思います。

ここの話は、実はさっき、ちよっとスライドを

追加したのでみなさんのお手元にありません。ち

ょっとしたトビックだと思って聞いてください。

仙台市の近郊に居住するお子さんと保護者さんを

対象にしてキャンプをやっています。計 7回です

けども、今月やるんですね。今月やって8回 日に

なります。被災地にいる子どもたちを学校ベース

で案内をして、子どもたちを集めてキャンプを毎

年やっています。だいたい毎回20人 ぐらいです

ね。

松島っていうのは、あまり被害が大きくなかっ

た所です。これ、集合写真で、定番のカレーを作

ります、みんなで。プログラムはこんな感じです。
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集合してバスで行って、ご飯を作ってレクレーシ

ョンして、あとは′きの勉強といって心理教育をし

ます。保護者さんのプログラムも一応あって、ヨ

ガをやったり、ハンドマッサージをしたりします。

今年は保護者さんの参加がゼロで、保護者プログ

ラムをやらないことになります。ニーズがすごく

下がってきているかもしれないですね。

心の勉強のところで何をするかというと、これ

はもう今はやっていないですけれども、最初の

時期はこれをやっていました。紙芝居を見せま

す。紙芝居の機材を買って、紙芝居をやるんです

ね。「ころちゃんといっしょ。」ころちゃんって

どこからとったかというと、心からとってきまし

た。紙芝居で教授をして説明をして、その後、絵

をかいてもらいます。

「ころちゃんは、たろうくんの胸の中にいます。

ころちゃんは、やさしくなでられるとこんな形、

こんな色になります (これは、まんまるで、水色

です)。 激しくゆさぶられると、こんな形、こん

な色になります (これは、地震をイメージしてい

ます)。 たろうくんがリラックスすると、ころち

ゃんも、おだやかになります。じゃあ、みなさん

のころちゃんをかいてみましょうか。Jと いう簡

単なものです。ちなみに私はそんなに絵心がない

ので、原案だけ私がやって、図工の先生、美術の

先生に描いてもらいました。

こんな感じですね。ちょっと英語になっちゃっ

ていますけど。いろんなころちゃんをかきます。

みなさん、気になるころちゃんあります ?この子

大文夫かなっていうのあります ?こ の子、いちば

ん具合が悪いですね、たぶん。真ん中にころちゃ

んがいて、■ねぎの皮みたいになっています。角

が生えてで、翼が生えてて、これ銃ですね、これ

ナイフです。何か守られていて、「もうこっち来

るな」みたいな感じですね。これもそうですね。

天使みたいな感じですかね。あとは何かこう、優

しくなでられていて、となりに布団があったりと

かですね、まあ、こんなものをかいてくれます。

細かく分析していくと、色々なことが分かってく

るんですけどね。

あとは、呼吸法をやったりしています。呼吸法

って分かりますか ?腹式呼吸です。息を吸うとき

にお腹をふくらませて、吐くときにお腹をへこま

せていくんですね。腹式呼吸がリラックスできる

方法として、いちばん手っ取り早いです。

腹式呼吸をですね、学校とかに訪問していろい

ろ教えたりしたんですけれども、みんなすごくテ

ンションが高い中で話を聞くので、「普段の呼吸

と何が違うんですか。Jって感じで、全く話を聞

いてくれないんですね。色んなグッズを買ってで

すね、サンタさんみたいにおもちゃを持って学校

に行きました。色んなものを試してみました。風

車とか、紙風船とかシャボン王とかふきあげバイ

プとが。これを使って呼吸法の練習をします。風

車はですね、最近のやつは作りが非常にいいので

プッとふいただけでクルクルっと回っちゃうので

腹式呼吸を丁寧にやらなくてもできるようになっ

ちゃいます。あんまりよくないです。紙風船やる

とどうなると思いますか。緊急事態の直後でみん

なテンションが高い中で紙風船を渡すとどうする

でしょう。

至るところで、パンパンと音がするのでみんな

どんどんテンションがあがるんです。シャボン玉

もちよっとまずかったです。シャボン玉も病liで

外来をやっていたときに、外来のお部屋でシャボ

ン玉をやったんです。そうしたら、すごく看護師

さんに怒られたんです。後でちゃんと掃除してく

ださい |と 言われました。壁と床も掃除したんで

す。

これ、いちばん良かったです。ちなみにうちの

娘ですが、吹上パイプってわかりますか。今の子

供たちはあまり知らないんです。息を吹く加減に

よって、工が浮いたり降りたりするんです。キャ

ンプの中では、こんなふうにやっていました。
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これ、キヤンプのときの実際の写真です。ヨガ

マットを大量に買うんです。ヨガマットと大人と

子どもでペアになって、腹式呼吸の練習をして吹

上パイプを使ってトレーニングをします。

一応、私はお医者さんでもあるので、ちゃんと

効果がありますよと検証しなければいけません。

これは、キャンプをする前とキャンプをした後の

心理評価尺度といって、びっくりすることはあり

ませんか。「眠れますかJな どのチェックリスト

をつけてもらいます。その点数がこれだけ下がり

ますという話です。ここまでがキャンプの話とな

ります。

ちよっと飛ばしまして、ここの話をしたいと思

います。緊急事態がおきると、いわゆるトラウマ

を体験すると、その人の生活、行動そのものが変

わってきます。全く同じようにコミュニティその

ものにも変なことが起きます。人間だけでなくて、

コミュニティもトラウマを受けることで、体質が

変わります。基本的には同じことが起きないよう

に、防御策を考えるようになります。過剰な防衛、

防御に傾きやすくなります。

そうすると、これ、何だかわかりますか。これ

は、ガソリンが枯渇してしまったので、家の中に

ガソリンをキープしておいたりするんです。

これって、おかしくないですか。地震が起きて

また同じ事態になって、ガソリンが枯渇するより

も、これに着火して火事になるリスクの方がよっ

|まど高いですよね。そういうところになかなか思

いが至らなくなってしまうようなことがあります。

スーパー堤防とかもまさにそうですね。

なので、コミュニティ全体にすごく窮屈な雰囲

気が出てくるようになります。皆さん、これは何

だかわかりますか。学校にもありますね、さすま

たです。

海外の先生が来たときに、これは何だ ?と 聞か

れました。まあ震災とは関係ないですけれどね、

こういう用途に使うんだと話をしたら、クレイジ

―だ、と。外の文化の人から見ると、これはクレ

イジーなんです。でも僕らの多くはそんなふうに

は思っていないですよね。どうしてですか ?ち ょ

っと質問を変えます。このさすまたは、何をきっ

力ヽ ナに導入されたでしょうか ?池田小学校の事件

ですよね。あのときに不審者が侵入して、こうい

うことが二度と起きてはならないと僕らは思った

わけです。つまり、日本国民全体としてのトラウ

マなわけですよね。それを防ぐための過剰な防衛

になるわけです。学校のひと部屋に置くわけです。

でも外の人からすると、不審者が侵入すること

よりも子どもたちがこれで遊んで怪我をするリス

クの方が高いじゃないか、ということでクレイジ

ーだと言われたわけですね。僕らは実際に体験を

しているわけなので、それがおかしいこと、過剰

な防衛であるということに気付けなくなってしま

います。これは被災地でもそうですし、いろんな

所で起きます。

発達障がいのお子さんを育てる家庭の変化です

ね、今までは進んで周りの人に対して理解を求め

ることはなかったわけです。どういうことかとい

うと、震災の前は「うちの子は発達障がいがあっ

て粗相をすることがあるので、ご理解をお願いし

ます。Jと 積極的に知らせることはなかったんで

す。ところが、大きな災害があってみんなが避難

所に行かなければならなくなったわけですね。そ

うすると周りに説明しなければいけないのです。

普段から障がいを理解してもらえるようにしてお

こうと考えるようになります。

あと、今まではなるべく児童福祉サービスは受

けない、障がいがあることはわかっているけど放

課後等デイサービスなどは受けない、うちは家族

で面倒を見ます、と。ところが、緊急時には周り

にサポーターが多い方がいいんだということに気

付きます。そうすると、普段からサービスを受け

ておこうというようになり、普段から積極自|に知

らせていこう、となるんですね。
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これは石巻市の支援学校でやっている「バッチ

グー運動Jと いうんですけれど、支援学校なので

ハンデのある子が多いわけですね。その子たちに

バッジを付けるようにして、地域の人たちに知っ

てもらおうという動きになります。みなさん、ど

う思いますか,これは良いアイデアだ、と思いま

すか。ちなみに、バッチグーTシ ャツというのも

あります。

僕の感覚だと、ちょっとやり過ぎかな～という

のはあります。大きい災害があって、すごく警成

するようになって、その反応がすごく大きく出て

しまっているような気力`しますね。バッジまでは

良いと思いますけれど、障がいがありますよ、と

まで言うのはやりすぎかとも感じます。

最後です。対人支援の本質という話を少しさせ

ていただきたいと思います。どちらかというと、

精神保健の分野で仕事をしている人間は、こんな

ことをよく考えます。ひょっとすると、学校の先

生方のスタンスとはちょっと違うかもしれません。

対人支援の話をするとき使われる例えが釣りな

んですけれど、どんな話かというと、お魚を食べ

たいという話をしている方がいらっしゃるときに、

自分が食べている魚をどうぞと渡すのが支援では

ない、というお話です。一緒に釣りをして、釣り

の仕方を一緒に覚えて、その人が自分で釣りがで

きるようになれば、魚を食べたいときに自分で釣

って食べられるんだ、という感覚を持ってもらう

のが対人支援です、というのが教科書に載ってい

るような話です。

これは緊急時と全く同じです。緊急時というの

はどういうことかというと、普段の生活でできて

いたこととか、将来や希望とかもそうです、普通

にしていればこういう仕事に就けていたかもしれ

ない、こういう夢をゲットできたかもしれないと

思っていたことが全部なくなるということなんで

す。

なくなってしまうと、その人は何もできない感

覚になってしまいます。そういう人たちをサポー

トするために大事なことというのは、なくなった

ものを全部提供することではないんです。一緒

に何かをやってみて「あなた、自分でできるよ

ね。J「ああ、そういえば昔は自分でやってい

た。」と確認してあげることがすごく大事なんで

す。

よくあるのが、すごく大変な思いをしたから何

でもしてあげようと、 トイレットベーパーを買っ
てきてあげます、ご飯を作ってあげます、なんて。

自分で買えるんです。作れるんです。それはやる

必要がまったくないんですね。サポートする側と

しては、一緒にやって自己コントロール感を味わ

ってもらうことが大事です。

カレーが食べたいときに美味しいカレーをあげ

るのではなくて、「今、いくらぐらいお金があり

ますか。J「近くにジャガイモの安いスーパーが

ありましたね。一緒に行きましょうか。Jと。食

べたいと思ったときに、私は美味しいカレーが作

れるぞ、よし 1と思ってもらえるということがす

ごく人事だと思います。

つながることが大事ですね。地域の中でリツー

ス、開発とか発掘とか言いますけれど、平時から

その作業をしておいた方が良いです。「この人だ

ったら○○を知っているはずだ。」とか「この人

とこの人につながれると面白いかもしれない。」

とか「食事会でも設定しようかな。Jとか、そん

な形でつなげていくのがすごく大事なことだと思

います。

私も、災害の前だと考えられないような人とつな

がるようになりましたね。地域の少年野球チーム

のコーチさんだったり、民生委員さんだったりと

食事に行ったり。占い師さんと仲良くなったりも

ありましたね。

最後は宣伝です。私はこころのケアセンターの

役職もあるんですけれど、皆さんは「セープ

ザ チルドレンJっ て知っていますか。国際NG
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0です。自然災害に限らま 戦争やテロのときに

もサポートするような機関です。

WHOが数年前に、サイコロジカ,レ ファース

ト・エイドというのを開発しました。要は緊急事

態に困っている人に対してどんなふうにサポート

したらいいのかという、マニュアルに近いもので

す。それを日本語版に翻訳して普及する活動をし

ています。私はその活動のオフィシャルアドバイ

ザーのような役職をもらっています。

今、子どものためのサイコロジカル ファース
ト エイドというのを普及しています。緊急時に
子どもがいて、どんなふうに近付くか、どんなふ

うに話を聞く力、 どうやってつなげていったらい

いのかというような研修を、講義、グループワー

ク、ロールプレイやディスカッションなどいろん

なものを含めて、基本的に1日パージヨン6時間

研修でデリバリーしています。お声かけいただけ

れば、基本的に日本全国どこへでも行きますので、

だいたい20人から30人の受講者を集めていた

だけたらと思います。

今、開発しているのは、子どもが下級生を助け

るプログラム。それも1日 プログラムで、特に中

高生にレクチャーするような活動をしています.。

ご興味ある方はぜひ連絡をください。

サイコロジカル ファースト エイドの肝の部
分というのは、見る、聞く、つなぐです。Lo。

k、 Listen、 Linkなので3Lと 言って
います。

Lookは、緊急事態にどこを見るのか。さっ

きも言いましたけれど、ApHDパターンの子ど
もよりも孤立している子どもの方がリスクが高い。

そこをちゃんと見ましよう、とかのレクチャーを

します。

Listenは 聞くですね。小さいお子さんを
見るときに、どんなスタンスで聞いたらいいのか。

姿勢とか、目線とか、どれくらいの距離感がいい

のか、声のトーンとかというものをきちんと練習

します。

最後はLinkで すね。どういうところにつな
いだらいいのか、そういう研修をやっています。

日本は期せずして大きい災害カラ υヽですけれど

も、そういったものをきっかけとして、いろんな

コミュニティの凝集やノウハウの蓄積がなされて

いると思います。それをいろんなところに普及し

て、普段から緊急事態に対応できるようになれた

ら良いのかなあと思っています。
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